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A. 研究目的 

移植後グラフト肝不全の一部は急性肝不全

と同じく脳死ドナー肝配分最優先疾患とし

て取り扱われる場合がある。本研究では、

脳死肝移植待機登録された移植後グラフト

肝不全患者の実態を調査した。 

 

B. 研究方法 

2007 年から 2016年 5月までに脳死肝移植

適応評価委員会で評価を行った 2686例のう

ち再肝移植を目的とした成人グラフト肝不

全患者 192 例を対象とした。初回肝移植の

適応疾患、グラフト肝不全の原因、および

待機生存率に関して調査を行った。 

 

C. 研究結果 

調査対象とした 192例における、前回肝

移植から再肝移植目的の脳死肝移植待機登

録までの期間の中央値は 1548日（範囲 4-

8449 日）であった（図１）。192例中 31例

（16.1%）は前回肝移植から 100日以内の登

録、107例（55.7％）は 1000 日以降の登録

であった。初回肝移植適応疾患で最多のも

のは HCV感染（49例、25.5%）、2番目に頻

度の多い適応疾患は原発性硬化性胆管炎

（PSC、43例、22.4%）であった（表１）。

同時期に PSC 感染に対して行われた初回肝

移植は 159例であることから、PSC におけ

る推定グラフト肝不全発症率は 27.0%と算

出され、他の初回適応疾患と比較して有意

に高かった。グラフト不全の主な原因は頻

度の高い順に原疾患再発、慢性拒絶、胆道

系合併症などであり、それぞれ 33.3％、

24.5％、15.1％を占めていた（表２）。グラ

フト不全の原因は原疾患により有意な差が

認められ、原疾患再発は HCV 感染と PSCで

の頻度が高かった（図１）。グラフト肝不全

患者の待機生存期間中央値 439 日であり、3

ヶ月、1年累積生存率はそれぞれ 72.1%、

52.5％であった。待機死亡に寄与する因子

を多変量解析した結果、年齢 50歳以上、

ALT≥350IU/mL、Child・MELDスコア高値、

グラフト不全の原因が有意な予後因子であ

った。Kaplan-Meier法による原因別累積待

機生存率の解析では、過少グラフト症候
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群、肝動脈血栓症、Primary nonfunction

で待機予後が不良であった（図２）。 

 

表 1 グラフト肝不全患者の初回肝移植適

応疾患の内訳 

 

 

 

表２ グラフト肝不全の発症原因 

 

 

図 1 初回肝移植適応別グラフト肝不全発

症原因 

 

 

 

 

 

図２  グラフト肝不全発症原因別待機生存

率 

 

 

D. 考  察 

わが国のグラフト肝不全の主な原因は HCV

感染と PSCの再発であった。肝移植後グラ

フト肝不全の一部には急性肝不全同様短期

予後不良の群が存在し、その予測には

Child/MELDスコアに加えて血清 ALT 値やグ

ラフト不全の原因が有用と考えられる。 

 

E．結  論  

グラフト肝不全の肝移植優先順位決定には

Child/MELDスコアに加えて血清 ALT 値やグ

ラフト不全の原因が考慮されるべきと考え

られた。 
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